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「博物館は一般に公開され、誰もが利用でき、包摂的であって、多様性と持続可能性を
育む。倫理的かつ専門性をもってコミュニケーションを図り、コミュニティの参加と
ともに博物館は活動し、教育、愉しみ、省察と知識共有のためのさまざまな経験を提
供する。」この加筆されたタスクをもって、社会に参加すると宣言したのだ。

　一方、「福祉」の世界では、地域の中にさまざまな人がいるありようがノーマルであ
るとするノーマライゼーションの考え方を半世紀以上前から提唱してきた。さまざま
な人とは、乳飲み子、高齢者、障害者などさまざまな支援を必要とする人たちのことだ。
そしてSDGsが提唱され「誰ひとり取り残さない。（No one will be left behind）」
とより包括的な概念に上書きされた。

　文化の側から見た福祉の現場は、そのありようの先駆的事例の宝庫に映る。とはい
え双方が「初めまして」から始まるTURN的な交流の試みは、双方の戸惑いから始まる。
文化側は「福祉」を、福祉側は「アート」を理解しようと歩み寄ることから始まり、
そのプロセスこそがプロジェクトとなる。双方の文化が交わって進行するインタラク
ティブでインクルーシブな手法は、アートと支援、両方の概念を拡張し更新するので
はないか。そのように思い期待したい。

　そして、昨今ではこのような現場の推進に「ウェルビーイング」という言葉が使わ
れる。東京都は2030年の共生社会の実現をめどに多数の文化的施策を展開している。
本事業もその一つとなる。「文化施設」のアクセシビリティの向上も、情報、鑑賞、参
画の３つのフェイズで推進している。

　TURN LANDプログラムの取組は、それらにつながるリサーチと実践の場としてと
てもクリエイティブなものだ。文化が多様な人々の居場所をつくる。知見が蓄積され
て人が集い活動する場所は「文化施設」としての側面を持つ。そこに何を見出し価値
とするのか。その価値と意義を「福祉」としてではなく「文化」として語るほどのことだっ
たことを本書は気づかせてくれるだろう。

　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森 司（アーツカウンシル東京）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    

　「福祉施設を文化施設に」は、TURN LANDプロジェクトの前身となるTURN事業を
監修した現東京藝術大学学長でアーティストの日比野克彦のメッセージの継承だ。「福
祉施設」は、これといった何かを大きく変える必要はなく、むしろ「福祉施設を文化
施設とみなそう」と文化の側の人たちに向けて放った言葉だった。そして、実際に福
祉施設に多くのアーティストを送り込んだ。TURNの真髄の一つはその交流にあった。
アーティストたちは、職員や利用者たちの出入りする空間で共に過ごし、関係性を構
築し何かを行い、さまざまな気づきを持ち帰った。この交流の部分を継承するため、
本事業はアーティストが講師となり利用者を対象として創作活動を行うアトリエ的な
プログラムではなく、利用者や職員がアーティストと共に何かをつくりあげるアート
プロジェクト型となった。それゆえ施設側にはアーティストを受け入れることだけで
はなく、このプロジェクトの当事者となる意識が求められた。この手法は指導者と受
講者の関係ではなく、どの立場での参加でも新しい体験、学びの場となる活動のあり
方を理想とする。TURN LANDプログラムは、そのような場を運営すること。そして、
そのような場の意義を自らの言葉で語り、継続的に実施できるようになることを目標
に据える。実地演習して初めて理解が及ぶ類の学びだ。本冊子は、2023年度に各施設
のチームが我が事として実施し、経験した事柄を言葉にした報告書となる。

　あらためて「福祉施設を文化施設に」という言葉に託された事柄とはなんだろう。
なにをもって「文化施設」というのか。この大きな問いが頭を占拠した途端、協議の
場は硬直してしまう。文化施設として想起される美術館・博物館、ホール、劇場と福
祉施設は、無縁のように思われてしまうからだろうか。

　美術作品を静かに鑑賞する場所、もしくは騒がしい人お断りの印象の強い劇場やホー
ルをイメージしたら、支援を必要とする人と支援者とが営む場が文化施設なんて「あ
りえない」と考えてしまうだろう。しかし、文化施設の一つである博物館の定義は
2022年「国際博物館会議」（International Council of Museums：ICOM）プラハ
大会にて更新され、定義文には次の文章が続く。
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8月に開催したTURN LANDミーティングの様子

東京都 一般社団法人 谷中のおかって公益財団法人東京都歴史文化財団
アーツカウンシル東京

コーディネーター 及び、
ボランティアスタッフなど アーティスト

プロジェクトメンバー

福祉事業所・施設や社会的支援を行う団体

共催

企画運営の
協働実施

事業設計 事業運営

実 施
体 制

年間を通して、プログラム実践と学び合いの場を展開します。
また、プロジェクトを実施する上で「違い」を力に変えていくために
プログラムの実施と並走して、施設・団体同士が情報共有するための場を開きます。

事 業
内 容

実施プロセスにはコーディネーターが伴走し、事務局との連絡調整やアーティスト
とのコミュニケーションおよび現場のファシリテーションなど、現場の状況に応じ
て運営をサポートします。

福祉施設や社会的支援を行う団体がアー
ティストと共にアートプロジェクトを実
践します。継続的に活動できるよう運営
体制づくりに重点を置きながら、地域や
協力者などが参画できる場の運営を目指
します。

プレLAND

福祉施設や社会的支援を行う団体が
TURN LANDに取り組む準備段階とし
て、アーティストやコーディネーター
と共にアートプログラムを体験しま
す。その経験を通じて、それぞれの現
場に合った運営方法やプロジェクト内
容を思索する機会をつくります。

ネットワーク醸成

TURN LAND

広報

本事業における参画施設・団体の職員および
関係者が集い、活動についての相談や情報交
換のできるTURN LANDミーティングを開
きます。

TURN  LANDプログラム公式ウェブサイト
（https://turn-land-program.com/）
を活用し、動画や各プロジェクトの紹介記事
などを通じて事業に関する広報を行い、経験
による知を多くの人々と共有します。　

TURN LANDプログラム　体制図

TURN LANDプログラムとは？

さまざまな「違い」を超えて
多様な人々と魅力的な日常を創る

TURN LANDプログラムは、福祉施設や社会的支援を行う団体
がアーティストと共にアートプロジェクト（多様な価値観や特
性への理解を深めながら、より魅力的な文化活動を日常の中に
生み出すこと）を企画し、実践するプログラムです。プロジェ
クトの実践を通して、地域との新しい関係性を構築することや、
プロジェクトによる気づきを内外に伝え共有することを目指し
ます。

※本事業は、東京2020オリンピック・パラリンピックの文化プログラム
を先導する東京都のリーディングプロジェクトの一つとして2015年に始
動した TURN事業（令和3年度終了）を前身に、それまでに育まれてきた
施設や団体等との関係性や活動をつなぎ、展開しています。

TURN公式ウェブサイト : https://turn-project.com/ プレ LAND ̶ ほうらい地域包括支援センター
「バラエティ・ポコペン」

事業概要
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活動を振り返る

2023年度は、はじめにトークツリーワークショップなどを通じて、これまでの活動を振り返ることから始
めました。参画施設の職員の言葉でこれまでの経験を振り返ることによって、プロジェクトの意義や理想
像について考える機会となり、職員がより主体的にプロジェクトの舵取りに参加できるようになりました。
また、この活動が誰にとってどんな価値があるのかをみんなで考えることで、答えやゴールが一つではな
いこと、自分の愉しみをプロジェクトに持ち込んでいいこと、言葉にしきれない思いがあることなどを発
言し合える大切な機会となりました。また、アートのプロジェクトは、「理想」を掲げたり「課題」を解決
しようとする考え方だけではなく、「魅力」を分かち合う経験をつくることで社会を変えていこうとする考
え方があることを学びました。運営メンバーとして協働する職員とアーティストと事務局、一人一人が「感
じていること」を表現し合える関係をつくるためには、それぞれの立場や仕事を知ることに加え、考え方
に「違い」があり「理解できないこともあること」を共有することが必要でした。

アートのプロジェクトは、アーティストをはじめ、価値観が異なる人との協働を前提としています。その
場合、互いを頭で理解する機会を増やすよりも、協働する経験を繰り返すことが互いを知る一番の近道です。
そのためにまず、「小さな本番」を企画することから始めました。職員向けのプログラムや交流会、企画検
討会、リハーサルなどを計画することで、一人一人の安心・安全を守りながら新しい挑戦ができる環境づ
くりを心がけました。予定調和の分かりやすいゴールを目指すというよりは、その場に立ち会う一人一人
に新鮮な体験や気づきをもたらすその「状況」をデザインすることを理想としました。また、障害者を含
む多様な人々がこのプロセスに参加するためには、本番だけでなくそのプロセス全てに通訳や介助サポー
トをはじめとする合理的配慮が必要になります。通常の文化施設では本番にそういったサポートをつける
ことしかできませんが、障害者が日々出入りする福祉施設で実施をするこの事業では、障害特性を理解し
た職員が沢山いる場で利用者の反応を見ながらプログラム自体を一緒に練り上げることができます。アー
ティストや文化関係者にとって大変貴重な学びの場であると同時に、普段さまざまな理由で文化施設に行
けない職員や利用者にとっても、安心できる環境で新鮮な出会いや経験に一歩踏み出せる貴重な機会とな
りました。

プログラムのゲストや参加者、ボランティアスタッフなど、さまざまなかたちで地域の方や近隣の施設に
お世話になりながらプロジェクトの山場となる本番を迎えます。今年度はなかなか言葉にし難いプロジェ
クトの意義や内容を主体的に自分の言葉で語る機会として、参加協力の依頼時に必要な資料や動画などは
施設職員がつくりました。その甲斐あって、地域の方や近隣の施設との連携が叶った事例も多く、合計20
箇所以上の福祉施設および社会的支援を行う団体の方に参加・協力していただきました。

本番の後には振り返りの会と合わせて、今年度の活動の重要な点について言葉にしてもらうためプロジェ
クトに参加したメンバー全員にアンケートを実施しました。アートの現場では評価基準も一つではないの
で、関係者一人一人がその場の価値を自覚し言葉にすることが重要になります。この冊子には、アンケー
トから抜粋したものを掲載しました。また、職員へのインタビューも実施し、そのコメントが入った記録
動画をウェブサイトで公開したことで、このプロジェクトの価値は参画施設だけのものではないことも自
覚する機会となりました。

プロジェクトメンバーと出会う （４月〜８月）

「小さな本番」 でイメージ共有 （７月〜１１月）

「大きな本番」 で新たな関係をつくる （1０月〜２月）

活動を振り返る （1 月〜３月）

第一回TURN LANDミーティング

第二回TURN LANDミーティング

「小さな本番」でイメージ共有

プロジェクトメンバーと出会う

「大きな本番」で新たな関係をつくる

今年のプロジェクト ンバーが決定しビジョ
ンが見えてきた8月と、全てのプロジェクト
が終了した3月に、TURN LAND ーティング
を行いました。参画施設の担当職員とアー
ティストが集い、互いの活動について知る機
会となるだけでなく、本事業を主催する東京
都やアーツカウンシル東京の担当者と意見交
換ができたことは現場を運営する ンバーに
とっても有意義でした。

計11のプロジェクトを実施しました。5月から月ごとに定期
開催するものや、10月から本格始動するものなどプロジェ
クトごとに実施時期や頻度は異なりますが、今年度は振り返
りや情報共有の場を意識的に取り入れ、本番の規模やインパ
クトよりも関わる人々の能動的な意見・気づきを分かち合い
ながら進めることに重きを置きました。

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

TURN LANDプロジェクト

2023年度の動き
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参画施設および団体 

板橋区立 小茂根福祉園
住み慣れた地域での私らしい暮らしを支援する知的障害のある方の通所施設。

気まぐれ八百屋だんだん
八百屋や寺子屋、こども食堂をはじめ、みんなの居場所と出番をつくり出す、
民間型の文化センター。

渋谷区障害者福祉センター はぁとぴあ原宿
知的障害者・身体障害者を対象とする入所支援、通所の生活介護や児童発達支援など
を行う福祉施設。

クラフト工房La Mano（ラ・ ノ）
障害のある方が手仕事の物づくりを担う染織とアートの工房。

豊島区立心身障害者福祉ホー さくらんぼ
心身障害者の自立助長のための日常生活の援護、支援を行う施設。

CINEMA Chupki  TABATA（シネ ・チュプキ・タバタ）
目の不自由な人、耳の不自由な人、車いすの人、子育て中の人をはじめ、
広く一般の人にひらくユニバーサルシアター。

放課後等デイサービス　フェイト
小・中・高校生で発達について支援が必要なこどもを対象に、
学習支援や居場所づくりなどのサービスを提供している施設。

ほうらい地域包括支援センター
地域の高齢者やそのご家族、認知症の方などを対象とする地域包括支援センター。

放課後等デイサービス　くるみの木・みかんの木
知的障害児・肢体不自由児を対象に、日常生活訓練や集団での療育を行っている施設。

西荻ふれあいの家
“人と人をつなぎながら地域に根ざした福祉の街づくり” を目指す、
高齢者在宅サービスセンター。

ロートこどもみらい財団
こどもたちが自分らしさを探求できるオンラインコミュニティなどの
「居場所」を提供している財団。

2023 年度

プロジェクトレ ート

11の取組
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TURN LANDプログラムの活動の記録を公開。
施設やプロジェクトの様子が楽しめる動画や、
アーティストのプロフィール等も紹介しています。

https://turn-land-program.com/

主　催　　東京都、公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京、
　　　　　一般社団法人 谷中のおかって

TURN LANDプログラム 2023活動記録

2024（令和6）年3月20日

企　画　　公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京

制　作・編　集　　一般社団法人 谷中のおかって

写　真 　　梅田 彩華、小野 悠介、冨田 了平、ほかスタッフ関係者

デザイン　林 よしえ

イラスト　宮田 篤

印　刷　　惠友印刷株式会社

発　行　　公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京
　　　　　〒102-0073 東京都千代田区九段北4丁目1-28
　　　　　九段ファーストプレイス5階
　　　　　TEL 03-6256-8435　FAX 03-6256-8829
　　　　　https://www.artscouncil-tokyo.jp

オンラインで楽しむTURN LANDプログラム
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